
別紙
Ⅰ．事業評価総括表

（単位：円）

Ⅱ．事業評価個表

総事業費 1,403,000

　交付金充当額 1,403,000

　うち文部科学省分

　うち経済産業省分 1,403,000

交付金事業の概要
　七尾市では、地域住民の原子力発電や放射線に関する正しい知識の普及啓発を図るため、本交
付金を活用することにより、職員の原子力研修の補助を実施するとともに、広報誌「あともす」
の発行を行いました。
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志賀原子力発電所に係る広報・調査等事業

番号 交付金事業の名称

志賀原子力発電所に係る広報・調査等事業

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 七尾市

交付金事業実施場所 七尾市一円
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交付金充当額 備　考番号 交付金事業の名称



交付金事業の成果指標
　本交付金事業においては、住民の原子力発電や放射線についての理解を深めるため、地元住民
の原子力施設見学（１団体）、広報誌「あともす」の発行（６回）を実施します。

  原子力施設見学補助事業は、6月9日に実施され、1団体12名の参加があり、宮城県の女川原発の
見学を実施しました。見学後に提出された見学会等についての所見書では、「地震等の大きな災
害に備えて、日ごろからの備えや訓練が大事であることが改めて分かった」または「安全対策に
ついて理解できた」と報告がありました。
　また、広報誌「あともす」発行事業では、年6回広報誌を発行し、毎号実施しているアンケート
では「大変勉強になり、毎号楽しみにしている」や「原子力の歴史が分かって良かった」との意
見が見られ、原子力に対する住民の理解促進の助けとなっています。
　今後も引き続き地域住民への原子力発電や放射線に対する知識の普及啓発に努めていきます。

交付金事業の成果目標

　七尾市では、地域住民に対し、原子力発電や放射線に対する理解を深めてもらうため、本交付
金事業において、原子力施設住民見学会の補助及び広報誌「あともす」の発行事業を実施するこ
ととし、地域住民へ原子力に関する正しい知識や情報の提供を行うことにより、発電用施設の設
置及び運転の円滑化を促進します。

　交付金事業の契約の概要

交付金事業の成果及び評価

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額

旅費 ― 市職員 90,840

受講料 ― 市職員 16,000

広報配布報償費 ― 町会連合 250,000

広報制作委託費 随意契約 (公財)能登原子力センター 775,000



（備考）　（１）事業ごとに作成すること。
　　　　　（２）番号の欄は、事業評価総括表における番号欄に対応した数を記入すること。
　　　　　（３）交付金事業の成果目標の欄は、発電用施設周辺地域整備法第１条（目的）を踏まえて具体的に記載すること。
　　　　　（４）交付金事業の成果指標の欄は、成果目標を踏まえて定量的な指標を記載すること。
　　　　　（５）交付金事業の成果及び評価の欄は、進捗度、利用量並びに効果等を出来る限り数値を用いて記載すること。
　　　　　（６）交付金事業の契約の概要の欄は、契約件数が二つ以上の場合は必要に応じ欄を設けること。
　　　　　（７）成果及び評価に係る第三者機関等の活用の有無の欄については、第三者機関等を活用した場合にあっては、第
　　 　　　   三者機関等の名称及び構成員等を記載すること。

無

　成果及び評価に係る第三者機関等の活用の有無

見学会補助 ― 深見深友会 83,000

消耗品購入費 随意契約 (有)野崎商事　他 57,858

原子力広報車燃料購入費 随意契約 能登わかば農業協同組合 12,000

車両整備費 随意契約 (有)能登島自動車 50,112

自動車重量税 随意契約 (有)能登島自動車 22,800

車両検査手数料 随意契約 (有)能登島自動車 19,560

自賠責保険料 随意契約 (有)能登島自動車 25,830


